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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

すべてはお客様の価値あるモノ創りのために

〇本社所在地：群馬県富岡市宇田

〇事業概要：金型設計製作とプレス加工

〇常時使用する従業員：165名

（2025年1月時点）

〇現在の売上高：83億円

（2025年1月期）

〇法人番号：7070001011974

〇Web：https://www.yuasa-ss.jp

株式会社湯浅製作所（製造業）

YUASA

2024-2025ＭＦ技術大賞受賞製品

製品名 ジョイント

代表取締役社長
瀬下 克利

私たちはお客様に喜んでいただける製品の生産をとおし社会に貢献し、
ものつくりに関わる全ての仲間の豊かな生活実現に努めます。

目指す姿・・①顧客の信頼獲得と維持 ②継続的賃上げ ③地域雇用促進 ④革新的なものつくり

2030年の売上100億円達成に向けた広範囲な拡販活動と
革新的なプレス工法開発に向けた“ものつくり“のＰＤＣＡを廻し
年率平均で3％程度の成長を目指す。

①自動車業界に対する広範囲な拡販体制作りと活動展開
②自動車以外の異業種拡販活動
③求められる新たな技術課題への挑戦と必要な設備投資
④情報収集含めた商社とのコミュニケーション
⑤人材育成と技術継承

◆技術革新
①必要とされる高難度品への挑戦、自社試作開発の推進
②高精度な生産設備や品質評価設備への投資
③ＣＡＥ解析技術の導入と活用

◆営業拡販強化
①車両メーカー直納品の販路開拓及び拡大活動
②新たなＴier-1メーカーへの販路開拓活動
③異業種への販路開拓・拡大活動（ 各種展示会への出展 ）

◆技術革新
技術テーマ：次世代部材と高難度品の工法開発
推進責任者：経営層（ 決議 ）、金型部長（ 実行 ）
具体的活動：開発設計担当による開発試作（ 営業部連携 ）

◆営業拡販強化
拡販エリア：関東・東海エリア、全国車両メーカーグループ
推進責任者：経営層（ 判断 ）、営業部長（ 実行 ）
具体的活動：担当部員（ 商社連携 ）



売上高100億円実現に向けた具体的活動状況

株式会社湯浅製作所（製造業）

◆100億円達成に向けた新規事業区分とターゲット製品群 ◎受注確定 〇開発試作着手 □アプローチ開始 △調査中

事業区分 拡販先 YUASA 全包囲戦略での拡販活動 ターゲット製品群

新規事業-1

車両メーカー ◎eアスクル関連部品 △新型エンジン関連部品 〇△その他プレス部品 ◎ＢＣＰ復社化 ◎競争力強化ＶＡ

既存及び新規 Ｔier-1
◎高効率ヒートポンプ ◎回生協調ブレーキ 〇〇eアスクル・エンジン関係 〇□□ヒートシンク

〇ＥＶ電池外装丸缶 □ＨＥＶ電池外装角缶 ○ＶＥ・ＶＡ案件 〇ＢＣＰ案件 ◎顧客移管案件 〇○△他新領域

新規事業-2 自動車以外の異業種 ◎自転車業界 ◎〇変速機スプロケット関係 ◎ブレーキローター 〇プレス以外の事業取込み

◆100億円達成に向けて必要となる投資見込み

投資品目 主な内容 概算投資額

工場建屋
（ 土地は除外 ）

事業拡大による第四工場
予定建屋面積2625㎡

12億円

生産設備増強
2ライン想定

プレス機 洗浄設備
プレス内検査装置

6億円

ＤＸ・ＦＡ関係
2ライン想定

製品別画像検査装置
ロボット自動パレタイズ

2億円

高精度工作機、検査機
開発技術向上

高精度研磨機、3Ｄ測定機
ＣＡＥ解析、自社試作投資

1億円

投資予想金額合計 21億円
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売上高推移予測
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既存事業の減少率2025年以降△12％～15％を見込む
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